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少し雨が降った 8月 22日の午後、「親と子で平和を考えるつどい」が市民会館キラリエホール

で開かれ、幼児や小学生、お父さん、お母さん 100人余りが来られました。 

 会場では、戦時中の学童集団疎開の写真展や、8月の広島平和記念式典に千羽鶴を携えての参

列や、平和記念資料館など訪問の壁新聞。そして 7月、市内小学生が大阪城周辺の空襲被害跡や、

ピースおおさかを見学した平和バスツアーの壁新聞が展示されていました。平和バスツアーに参

加した 2人の小学生は、「大阪城の石垣が戦争の爆風で傾いたのを見たときびっくりした。」「こん

な戦争を二度と起こさないように私たちに何ができるか考えてみたい。」と、つどいの壇上でそれ

ぞれ感想を述べられました。 

その後、アニメ映画「焼跡の、お菓子の木」が上映されました。太平洋戦争の終り頃の話。子

ども達は空襲で家を焼かれ食べ物もなくお腹を空かして、それでもたくましく生きています。し

かし相次ぐ空襲は、寄り添って生きてきた子ども達の家族を殺し、子ども達をも飢えと疲れで死

に追い込みます。焼け野原に生き残った大きな木の根元で 5人の子ども達は夢を見ながら亡くな

ります。意識が遠のく夢の中で、子ども達はバームクーヘンとお菓子に変わった大木の枝や葉を

おいしそうに食べ、まるで永遠に空腹を知らない子のように、幸せに遊び回りながら映画は終わ

っていきます。 

 腹話術を使って楽しく進行するなど、全体的には子どもたちにもわかりやすい構成だと思いま

したが、果たして子どもたちにはどう映ったのか。平和の尊さを訴えた映画が家で見るテレビア

ニメの延長にならないよう、家に帰ってからも 70年前に生きたおじいさん、おばあさんの苦労話

も聞けたらいいなあ、と思いながら会場を後にしました。        (レポート：松ちゃん) 

  

 

 

 

 

 

 

  

―空襲で家を焼かれ食べ物もなくお腹を空かしたくらしー 

平和の尊さ感じた「親と子で平和を考えるつどい」 

● ヒューマンライター 
 

新
し
い
愛
称
決
ま
り
ま
し
た 

 

「
人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
東
」
機
関
紙
第
三
号

で
、
本
機
関
誌
の
「
愛
称
」
を
募
っ
て
お
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
広
報
委
員
会
」
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
そ
の
愛
称
の
持
つ
意
味
あ
い
を

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

協
議
の
結
果
「
ぬ
く
も
り
」
を
採
り
あ
げ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 愛

称
《
ぬ
く
も
り
》 

幼
児
虐
待
や
い
じ
め
が
、
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
を

賑
わ
せ
て
る
嫌
な
世
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
人

を
愛
し
、
人
に
癒
し
の
心
を
つ
な
が
せ
て
い
る
の
が
、

人
の
《
ぬ
く
も
り
》
だ
と
思
う
の
で
す
。 

 

寒
い
日
の
家
庭
の
ぬ
く
も
り
。
子
が
抱
か
れ
た
と

き
に
感
じ
る
親
の
ぬ
く
も
り
。
寂
し
い
と
き
に
ふ
と

知
り
合
っ
た
人
の
優
し
さ
と
心
に
届
く
人
の
ぬ
く
も

り
。
《
ぬ
く
も
り
》
を
大
東
市
に
住
む
私
た
ち
を
つ

な
ぐ
宝
物
と
し
て
、
お
互
い
を
大
切
に
思
う
文
化
の

あ
る
町
を
め
ざ
し
た
い
と
の
広
報
委
員
会
の
み
ん
な

の
気
持
ち
で
、
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

【
広
報
委
員
会
】 

 

【応募方法】様式は問いません。 

      ご住所 お名前 電話番号を記載の上 郵送、FAXでお願いします。 

      〒574-8555 大東市谷川 1-1-1 

      大東市役所 （市民生活部 人権室内） 

人権啓発ネットワーク大東事務局 

TEL：072-870-0441  FAX:072-872-2268 

 

 

大東市で人権推進につながる取り組みを行っている方々の取材をしていただける方 

（ヒューマンライター）を募集します。 

      

 

第４号 ２０１５年１２月 

編集と発行 人権啓発ネットワーク大東 

〒574-8555 大阪府大東市谷川 1丁目１番１号  

電話 072-870-0441 FAX072-872-2268 

 

 

● 会員募集 
 

活動内容 

人権意識をたかめるための研修会などへの参加・参画。 

人権尊重の理念を広く市民に広げるための啓発・広報活動など。 

会費等はありません。 

 

      

 

編集後記 

人権啓発ネットワーク大東機関誌 

ぬくもり 

1 

      

4 

      

参加者からのアンケート  

○せんそうのことわ。こどものころからしっていたけど、このえいがおみ

てせんそうわもうしてわいけないとおもいました (6歳)    

 ○いえがやけているところがかなしかった。へいわでよかったとおもいま

す。(9歳) 

 ○私は今 80歳、6歳の頃戦争を経験しています。学校裏のどんぐり山で勉

強したことを思い出しました。(80歳) 

○最近子どもも戦争のことを知るようになってよく話をします。平和が続

いて欲しいです。(年齢記入なし) 

※表記については原文のまま引用しています。 

 

 

 

第４号の「人権啓発ネットワーク大東機関誌」を発行することがで

きました。 

ぜひとも、一読していただき、本市の人権問題への取り組み等につ

いてご理解いただけたらと思います。また、皆様からのご応募いただ

いた愛称の中から、本機関誌の愛称を「ぬくもり」に決定いたしまし

た。これからも本機関誌を通じて、大東市のあったかい「ぬくもり」

のある取り組みをお届けできたらと思います。 

                  （広報委員会 イズちゃん） 

【広報委員会 イズちゃん】 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

ここでは、大東市の人権推進につながる取り組みを行っておられる方々や団体の紹介をさせていただきます。 

 

地域再発見から、ゆるキャラ「ほじょ山さくら」創作へ 

―今、北条が熱い！！― 
 

平成２５年の北条小学校の３年生の総合学習の取り組みから話が始

まります。その時点で３年生たちは、校区内の施設・お店・公園などの

情報を書き込んだ「北条マップ」を完成させていました。その発表会に

地域の方が講師役で呼ばれ、子どもたちに「自分たちの住む町を愛して

ほしい。」「生まれ育った場所に親しみをもってほしい。」「北条の町の良

さをもっと多くの人に知ってほしい。」と熱く語り、最後に「北条のキ

ャラクターを考えてくれないか。」と提案します。そこから子どもたち

の心にさらに火がつきます。３年生がいくつかのグループに分かれて再

度地域に出向き、７組の人にインタビューを行いました。それぞれの方

から「北条は素晴らしいところ。」「ますますいい町になってほしい。」

ということを聞き取り、子どもたちはさらなる発見をしていきます。 

「自分たちの住む町に、すばらしいものがいくつもあったんや。」と驚き、「やっぱり北条は最高！！」

と思い始めます。いよいよ「最高の北条！！」を具体的に形にする動きがスタートしました。子どもた

ちがゆるキャラ（以後「ほじょ山さくら」）のデザインを考え出します。いくつかの候補ができ、北条

小学校の全児童、保護者、全教員で投票して決めました。とりわけ、素晴らしいのが、ほじょ山さくら

のプロフィール（抜粋）です。 

 

 

 

 

 

 

そして、小学生が考えたデザインを北条中学校の美術部の協力を得てさらに容姿を整え「ほじょ山さ

くら」が完成しました。いろいろな人が知恵を出し、協力することで、８種類の缶バッチ、等身大の看

板が完成し、運動会の表紙に使われ、地域の防犯ポスターにも使われました。近い将来いわゆる「着ぐ

るみ」も作られる予定とか。区長さんや北条人権文化センター、北条青少年教育センターも協力してい

きます。まさに地域挙げての取り組みとなっていきました。北条小学校の校長先生が「本校の教育目標

『ふるさとを愛し 学び合い 認め合い 高め合う子どもの育成』を正に具現化する取り組みとなりま

した。」と話されていました。地域の人の思いが子どもの心に火をつけ、そこからの子どもたちの本気

ぶりが思う存分発揮された結果と言えます。 

 

となりの活
い

き生
い

きサン 

 

2 

      
3 

      

＝ほじょ山さくらプロフィール＝ 

●特技・・・・・・北条太鼓をたたくこと 

●好きな食べ物・・北条の取れたて野菜 

●夢・・・・・・・人がずっと仲良く協力できる町にしたい 

自然を大事にしてもっときれいな町にしたい  

●仕事・・・・・・北条のいいところを訴えること、もっといい町にするお手伝い  

 

そして、北条小学校が本気である証拠に、この取り組みは次の学年にも引き継がれたのです。今

度は北条の歌「北条ってええねん！」が次年度の３年生と北条小学校の先生たちの協力で完成しま

した。「北条の良さをもっと知ってもらうために北条の歌を作ってほしい。」と地域の方の声もあっ

たそうです。スペースの関係で１番のみ紹介します。 

 

♪私たちの住む町の伝えたいことがたくさんある 

 いつもたくさんの人たちがこの町に来ればいいのにな♪ 

 

１．春 観音さんのお祭り 出店がいっぱいならぶよ 

  秋 だんじりのお祭り 気持ちがワクワク踊りだす 

   地域のみんなでだんじり 曳くよ かけごえ合わせて  

びっくりするくらい大きいから 曳くよ  

気持ちを合わせて 太鼓がひびくよ ドンドンドン  

心にひびくよ ドンドンドン 北条の町にこだまする  

世界にひびけ太鼓の音色  みんなで心をひとつに 未来を一緒につくろうよ 

やさしい心をつなげよう 笑顔で暮らすよ北条 

 

私はこの話を聞いて大東市の他の地域にもまだまだ「宝物」がたくさん埋まっていて、それを子

どもたちと「発掘する」ことで北条だけでなく、大東市を愛する人間が増えていけば最高であるこ

とと、本当の「宝物」は人と人がつながり、力を合わせて心の底から愛せる「ふるさと」をもてる

ことだと思いました。 

(レポート：ガンちゃん) 

 

 

―
相
談
で
き
る
場
所
づ
く
り
ー 

 

「
自
分
の
こ
と
を
一
番
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
親
に
は
、
い
じ
め
の

こ
と
を
相
談
で
き
な
い
も
の
な
ん
で
す
。」
と
、
い
じ
め
の
研
修
で
こ
ん

な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
が
ま
ず
望
む
の

は
、
た
だ
た
だ
聞
い
て
く
れ
る
大
人
だ
そ
う
で
す
。
親
と
子
を
「
縦
の

関
係
」
と
す
る
な
ら
、
友
人
の
母
、
父
と
は
「
斜
め
の
関
係
」
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。「
ち
ょ
っ
と
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
で
も
飲
ん
で
い
く
？
」

と
子
ど
も
の
友
だ
ち
に
声
か
け
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。「
あ
、
こ

の
人
と
な
ら
悩
み
を
言
え
る
か
も
。」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域

の
方
な
ら
、
近
所
の
子
ど
も
に
「
お
は
よ
う
。」「
お
か
え
り
。」
と
日
常

的
に
声
を
か
け
て
い
る
と
、
「
近
所
の
話
し
や
す
い
人
。
」
に
な
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
共
に
、
一
朝
一
夕
に
築
け
る
間
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
ん
な
「
あ
っ
た
か
光
線
」（
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
）
が
飛

び
交
う
町
に
し
て
い
く
こ
と
は
町
全
体
が
温
か
く
な
る
こ
と
に
も
な

り
、
そ
れ
は
回
り
ま
わ
っ
て
自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
で
は
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

投
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ガ
ン
ち
ゃ
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た
だ
た
だ
聞
い
て
く
れ
る
大
人
が
必
要 


